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前年事業年度末日（R7.3.31）の公益目的財産残額 21,355,221

  継 １ 継続事業（特定保健指導） ------------------- 21,355,221

実績 当初支出計画

①公益目的支出の額 79,106,042 40,017,000 39,089,042

継続事業（特定保健指導）継１ 79,106,042 26,017,000 53,089,042

特定寄付３団体 寄１，寄２,寄３ 0 14,000,000 △ 14,000,000

②実施事業収入の額 継続事業（特定保健指導） 56,698,825 14,530,000 42,168,825

22,407,217 25,487,000 △ 3,079,783

３.当該事業年度末日の公益目的財産残額        0円 (59,798,778)

（当初計画）

（単位：円）

R7年度実績 R7年度計画 R7年度実績-計画

79,106,042 26,017,000 53,089,042

56,698,825 14,530,000 42,168,825

22,407,217 11,487,000 10,920,217

             特定保健指導の令和７年度実績・計画対比表           

ⅰ.継続事業（特定保健指導）の支出

ⅱ.継続事業（特定保健指導）の収入

令和7年度の収支差額  ⅰ－ⅱ

令和7年度公益目的支出計画実施報告書

 当協会の令和7年度における公益目的支出計画の実施状況は以下のとおりでありました。

１.公益目的財産額：416,616,778円（算定日：平成24年3月31日）
 [平成24年7月5日付、公益目的財産額確定通知（府益担第6364号）]

２.当該事業年度の公益目的収支差額  （①―②）  22,407,217円

 令和７年度の公益目的収支差額（①―②）の内訳

令和7年度 令和7年度実績

－

当初支出計画

公益目的収支差額  ①－②

４. ２.に記載した額が計画した見込み額と異なる場合、その概要及び理由

平成29年度に特定寄付の残余を一括前倒し実行したこと、継続事業が拡大したことにより当協会の

公益目的支出計画は、当該事業年度で実施が完了いたしました。

当該事業年度は、前事業年度に引き続き特定保健指導の業務が拡大、それに伴い支出も増加いたし

ました。

特定保健指導のみの収支差額の実績と計画の対比は以下の通り差額10,920,217円（95.1％）の支出と

なりました。


